
古
詩
今
選
(
輿
沈
租
奈
合
著
)
南
京
大
周
子
一
九
七
九
年
出
版

唐

代

進

士

行

巻

輿

文

筆

上

海

古

籍

出

版

社

一

九

八

O
年
出
版

史

通

築

記

中

華

書

局

一

九

八

O
年
出
版

(
補
註
)
因
み
に
わ
が
園
に
お
け
る
科
奉
に
関
す
る
著
述
は
、
宮
崎
市
定
博
士

の
「
科
掌
」
(
一
九
四
六
年
、
秋
田
屋
〉
を
以
て
鳴
矢
と
し
、
つ
い
で
同
博
士

「
科
翠
|
|
中
園
の
試
験
地
獄
」
(
一
九
六
三
年
、
中
央
公
論
枇
)
、
荒
木
敏
一

博
士
の
「
宋
代
科
翠
制
度
研
究
」
(
一
九
六
九
年
、
東
洋
史
研
究
曾
〉
そ
れ
に
拙

著
「
科
翠
の
話
|
|
試
験
制
度
と
文
人
官
僚
」
(
一
九
八

O
年
、
講
談
社
)
が

あ
る
。
論
文
の
類
は
省
略
す
る
が
、
鈴
木
虎
雄
博
士
の
「
唐
の
試
験
制
度
と

詩
賦
」
(
「
支
那
皐
」
、
一
九
二
二
年
)
お
よ
び
「
唐
の
進
士
」
(
「
支
那
同
学
」
、

一
九
二
七
年
)
だ
け
は
科
翠
と
文
慈
の
関
係
を
論
じ
た
早
い
も
の
と
し
て
特
記

し
て
お
き
た
い
。
以
上
、
本
書
か
ら
察
す
る
に
中
園
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
な
の
で
、
特
に
つ
け
加
え
て
お
く
。

一
九
八

O
年
上
海
上
海
古
籍
出
版
社

B
6版

九
O
頁

田
仲
一
成
著

中
園
祭
租
演
劇
研
究

相

回

洋
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本
書
の
著
者
団
仲
一
成
氏
の
、
最
近
二
十
年
聞
の
中
園
演
劇
史
の
分
野
で
の

活
躍
は
目
覚
し
い
。
劃
期
的
な
資
料
集
で
あ
る
『
清
代
地
方
劇
資
料
集
』
付

ω

(
東
洋
皐
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
〉
を
は
じ
め
、
優
れ
た
論
文
を
・
次
々
に
愛
表
さ

れ
る
な
ど
、
こ
の
分
野
は
、
ほ
と
ん
ど
、
氏
の
濁
壇
場
と
い
え
る
程
で
あ
る
。

今
回
、
そ
れ
ら
を
、
近
三
年
聞
の
、
前
後
八
回
、
延
べ
滞
在
期
閲
十

一
箇
月

開
に
及
ぶ
香
港
で
の
現
地
調
査
の
成
果
を
中
心
と
し
て
、
九
百
頁
を
越
え
る

E

冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
も
、
「
奮
態
の
ま
ま
再
引
し
得
た
も
の
は
殆
ん
ど

な
く
、
す
べ
て
新
し
い
頑
結
の
下
に
取
捨
し
、
ま
た
関
連
資
料
を
補
足
し
て
新

た
な
位
置
づ
け
を
試
み
た
」
と
い
う
か
ら
、
ま
っ
た
く
の
書
下
し
で
あ
る
。
氏

の
情
熱
と
精
進
に
は
、
感
歎
の
外
な
い
。

最
近
、
歴
史
研
究
の
分
野
で
も
、
吐
晶
閏
史
に
つ
い
て
の
関
心
が
深
ま
っ
て
い

る
折
か
ら
、

今
後
、
中
園
史
研
究
全
般
に
本
書
が
奥
え
る
刺
戟
と
示
唆
は
、
け

っ
し
て
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
各
章
に
つ
い
て
、
若
干
の
私
見
を
交
え
な
が
ら
、
内
容
を
紹
介
す
る

こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
本
書
の
章
別
構
成
を
目
次
に
従
っ
て
、

翠
げ
て
お
く
。

序第

一
篇
祭
柁
演
劇
の
愛
生

序
論
祭
柁
演
劇
裂
生
の
原
理

第
一

章

祉
祭
儀
躍
の
整
能
化

第
二
章

迎
神
安
舎

第
三
章

雑
技
萎
能
の
愛
生

第
四
章

慶
祝
演
劇
の
愛
生

第
五
章
鎮
魂
演
劇
の
愛
生

結
論

第
二
篇

祭
紀
演
劇
の
展
開

序
論

祭
杷
演
劇
展
開
の
原
理

第
一

章

祭

紀
演
劇
組
織
の
編
成
と
分
解

第
二
章

祭
柁
演
劇
に
お
け
る
戯
曲
題
材
の
分
化

第
三
章
祭
杷
演
劇
に
お
け
る
戯
曲
脚
本
の
階
層
分
化
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第
四
章

結
論

第
三
篇
祭
柁
演
劇
の
俸
播

序
論
祭
紀
演
劇
停
播
の
原
理

第
一
章
碍
人
集
闘
の
演
劇
停
承
|
碍
劇
の
停
播
|

第
二
章
客
家
集
闘
の
演
劇
傍
承
|
碍
劇
へ
の
同
化
|

第
三
章
廉
東
一
脇
信
集
闘
の
演
劇
停
承
|
海
陸
聾
劇
の
停
揺
|

第
三
章
附
論
一
隅
佑
系
客
家
の
演
劇
侮
承

第
四
章
潮
州
人
集
闘
の
演
劇
係
承
1

潮
州
劇
の
停
播
|

第
四
章
附
論
一
脳
潮
恵
連
合
集
闘
の
祭
杷
演
劇

結
論

索
引
〈
I
柁
神
名
索
引
、

E
綴
餓
儀
種
名
索
引
、

E
激
闘
名
索
引
、

w劇
名

索
引
、

V
劇
画
名
索
引
、川町
演
劇
・
慈
能
事
項
索
引
〉

英
文
目
次

第
一
篇
の
序
論
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
ハ
リ
ス
ン
や
折
口
信
夫
・
西
郷
信
網

ら
の
諸
氏
の
、
ギ
リ
シ
ア
演
劇
や
日
本
演
劇
研
究
の
成
果
に
導
び
か
れ
な
が

ら
、
中
園
祭
柁
演
劇
の
波
生
ル
l
ト
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
仮
設
が
提
示
さ
れ

る。
付
演
劇
の
重
要
な
構
成
要
素
を
な
す
俳
優
開
の
舞
踏
、
歌
唱
、
科
白
な
ど
は
、

元
来
、
原
始
時
代
の
祭
犯
儀
躍
に
お
け
る
主
神
(
大
紳
亙
が
扮
す
る
)
と

階
一
柳
(
小
榊
亙
が
扮
す
る
)
、
ま
た
は
主
紳
、
階
紳
と
涯
と
の
聞
の
封
舞
・

封
話
の
中
に
そ
の
源
を
も
っ
て
い
る
。

回
生
産
力
の
低
さ
の
震
に
、
自
然
の
災
害
を
克
服
出
来
ず
、
呪
術
の
数
果
が

庚
く
集
闘
に
於
い
て
信
ん
じ
ら
れ
て
い
た
古
代
社
禽
で
は
、
儀
直
胞
は
、
宗

教
的
畏
怖
の
封
象
で
あ
り
、
ご
く
少
歎
の
司
祭
者
に
、
そ
の
祭
記
権
が
濁

祭
柁
演
劇
の
設
展
段
階
匡
分

占
さ
れ
、
門
外
不
出
の
秘
儀
と
さ
れ
て
い
た
。

日
生
産
力
の
上
昇
に
よ
っ
て
自
然
の
脅
威
も
減
少
し
、
祭
記
縫
の
濁
占
も
緩

ん
で
く
る
中
世
社
舎
に
な
る
と
、
儀
雄
は
宗
激
的
畏
怖
の
封
象
で
は
な
く

な
り
、
。
見
せ
も
の
e

或
は
φ

護
能
。
更
に
は
。
演
劇
。
と
描
開
化
す
る
。

そ
の
経
路
に
は

倒
神
人
餐
宴
祭
式
の
喜
劇
へ
の
穂
化

ω幽
鬼
鎮
魂
祭
式
の
悲
劇
へ
の
締
化

の
二
つ
の
ル
1

ト
が
あ
る
。

以
下
、
こ
の
仮
設
に
そ
っ
て
、
中
園
演
劇
の
愛
生
論
が
、
第
一

篇
で
展
開
さ
れ

る。
第
一
章
で
は
、
付
の
俵
設
に
そ
い
、
村
祭
り
H
社
祭
に
お
け
る
祭
杷
儀
耀
か

ら
演
劇
愛
生
の
過
程
が
さ
ぐ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
春
秋
の
枇
祭
に
み
ら
れ
る
紳
の

の
り
う
つ

っ
た
戸

(
か
た
し
ろ
〉
と
紳
意
を
代
縛
す
る
工
耐
と
の
関
の
封
舞
・

封
鳴
が
、
中
園
演
劇
愛
生
の
母
胎
と
す
る。

こ
の
よ
う
な
母
胎
か
ら
演
劇
が
愛

生
す
る
震
に
は
、
あ
る
程
度
ま
で
生
産
力
が
上
昇
し
、
宗
激
的
呪
術
に
制
到
す
る

依
存
度
が
弱
ま
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
傑
件
は
図
に
よ

っ
て
異
な
る

と
い
う
。
イ
ン
ド
な
ど
で
は
、
こ
れ
が
前
回
世
紀
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
の
に
謝
し

て
、
中
園
で
は
著
る
し
く
遅
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
中
園
古
代
の
村
落
の
祭
纏

〈
位
祭
〉
が
、
比
較
的
早
〈
村
落
の
有
力
宗
族
に
剥
ぎ
と
ら
れ
て
分
解
し
て
し

ま
い
、
社
祭
儀
瑳
の
重
要
な
部
分
が
有
力
宗
族
の
廟
祭
に
吸
牧
さ
れ
て
、
む
し

ろ
儀
躍
が
宗
族
に
よ
る
村
落
支
配
の
具
と
し
て
紳
秘
化
さ
れ
、
肥
大
化
し
て
容

易
に
そ
の
宗
教
性
か
ら
脱
却
で
き
な
か
っ
た
」

か
ら
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ

の
祭
紀
儀
躍
の
宗
教
的
畏
怖
が
緩
和
さ
れ
て
く
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
中
晩
唐
以

降
で
、
本
格
的
に
は
、
五
代
か
ら
北
宋
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
す
る
。
宋
代
に
な

る
と
、
従
来
の
祉
祭
に
代
っ
て
、
農
村
市
場
圏
を
背
景
と
し
た
「
祉
舎
」
が
勃

-188ー
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興
し
、
こ
の
祭
腫
か
ら
、
整
能
|
演
劇
が
穂
化
し
て
く
る
と
い
う
。

第
二
章
で
は
、
こ
の
「
祉
舎
」
祭
櫨
H
迎
神
宮
貴
舎
の
構
造
が
庚
東
省
珠
江
デ

ル
タ
の
貧
地
調
査
を
中
心
に
分
析
さ
れ
る
。

「社
曾
」
の
祭
穫
に
は

ω神
誕
祭
櫨
|
一
紳
震
の
誕
辰
を
慶
賀
し
、
郷
民
の
一
帽
を
祈
念
す
る
「
新
一帽
の

吉
雄
」

ω建
醗
祭
膿
|
郷
内
に
出
複
す
る
幽
鬼
亡
魂
を
し
ず
め
る
「
嬢
災
の
凶
穫
」

の
二
側
面
と
、
「
社
曾
」
主
紳
が
そ
の
圏
内
の
各
褒
落
を
ま
わ
る
「
巡
遊
」
と

が
あ
る
。
こ
の
「
巡
遊
」
は
、
紳
誕
、
建
酸
の
商
祭
記
に
伴
う
が
、
大
出
炭
な
費

用
と
手
数
が
か
か
る
の
で
、
勢
い
何
れ
か
一
方
の
み
「
巡
遊
」
を
行
う
傾
向
が

強
い
。
そ
う
な
る
と
、
「
巡
遊
」
が
伴
う
祭
躍
が
旺
ん
と
な
り
、
他
方
は
衰
退

す
る
。
そ
の
弊
害
を
克
服
す
る
た
め
に
、
紳
誕
、
建
酸
爾
祭
抽
胞
を
同
じ
時
期
に

併
合
し
て
行
う
場
合
も
あ
る
。
と
も
か
く
、
紳
誕
、
建
酸
い
づ
れ
に
伴
う
に
し

て
も
、
「
巡
遊
」
の
部
分
は
、
儀
躍
に
射
す
る
人
々
の
宗
激
的
畏
怖
が
希
薄
で

あ
り
、
こ
こ
か
ら
ま
ず
整
能
化
し
て
ゆ
く
と
い
う
。

第
三
章
で
は
、
こ
の
「
巡
遊
」
の
部
分
か
ら
、
一
柳
輿
巡
幸
、
野
外
仮
装
(
移

動
式
舞
牽
)
、
あ
る
い
は
各
種
武
技
な
ど
多
く
の
雑
技
套
能
が
分
化
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
四
章
で
は
、
紳
誕
祭
躍
の
現
神
建
醗
の
部
分
が
古
製
品
庇
化
し
、

「
参
軍
戯
」
や
「
院
本
」
(
奏
鐙
)
な
ど
の
慶
祝
演
劇
が
出
現
す
る
過
程
が
追

求
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
第
五
章
で
、
建
酸
儀
践
の
「
超
幽
建
酸
」
の
部
分
か
ら
鎮
魂
演
劇
が

褒
生
す
る
吠
況
が
、
元
曲
を
主
な
材
料
と
し
な
が
ら
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
超
幽
建
酸
」
儀
躍
に
は
、
十
年
あ
る
い
は
二
十
年
に
一
回
行
な
わ

れ
る
「
大
建
醗
」
と
、
毎
年
行
な
わ
れ
る
小
規
模
な
「
小
建
醗
」
の
二
種
類
が

あ
る
。
前
者
は
、
非
命
に
発
れ
た
ま
ま
祭
享
を
得
ず
空
中
に
さ
ま
よ
っ
て
、
大

災
害
や
大
疫
病
を
引
き
起
こ
す
と
信
ん
じ
ら
れ
た
英
雄
武
絡
の
亡
魂
幽
鬼
を
鎮

め
る
場
合
で
、
こ
こ
か
ら
英
雄
武
絡
の
非
命
物
語
を
内
容
と
す
る
悲
劇
文
皐
が

誕
生
す
る
と
い
う
。
後
者
は
、
郷
内
に
出
複
す
る
無
名
の
幽
鬼
菟
魂
を
超
度
す

る
場
合
で
、
亡
鬼
の
訴
え
を
村
の
主
一柳
、
或
い
は
酸
壇
に
招
か
れ
た
高
位
の
紳

併
が
裁
く
形
を
と
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
寛
魂
救
済
を
テ
l
マ
と
す
る
裁
判
劇
が

生
ま
れ
る
と
す
る
。

結
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
分
析
分
離
し
て
き
た
紳
誕
祭
躍
と
建
酸
祭
腫
と
は
、

貧
際
上
は
不
可
分
に
結
び
つ
き
、
演
劇
も
、
前
宇
は
悲
劇
、
後
半
は
喜
劇
が
行

な
わ
れ
る
ケ
l
ス
が
多
い
と
す
る
。
そ
し
て
中
園
演
劇
が
必
ず
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
で
終
り
、

悲
劇
性
が
不
徹
底
で
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
祭
杷
の
陰
陽
二
元

構
造
(
「
嬢
災
新
一踊
型
構
造
」
)
に
基
づ
く
か
ら
と
す
る
。

以
上
、
第

一
篇
の
内
容
の
大
筋
を
紹
介
し
た
。
著
者
も
い
う
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
中
園
演
劇
の
設
生
問
題
は
、
宮
廷
演
劇
の
側
面
か
ら
多
少
追
求
さ
れ
た
だ

け
で
、
村
落
の
祭
花
儀
躍
の
中
か
ら
愛
生
の
問
題
を
把
え
る
と
い
う
試
み
は、

ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
本
篇
は
、
村
落
祭
杷
H
枇

舎
の
歴
史
を
大
臓
に
跡
づ
け
て
お
り
、

車
ん
に
演
劇
史
研
究
の
分
野
の
み
な
ら

ず
、
社
禽
史
研
究
、
宗
数
史
研
究
の
分
野
に
於
い
て
も
劃
期
的
な
も
の
と
い
え

よ
う
。
特
に
、
宋
代
以
降
の
「
社
舎
」
と
市
場
圏
と
の
関
係
な
ど
は
、
魅
惑
的

な
テ
l

マ
で
あ
り
、
今
後
深
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
、
「
祉
曾
」
祭
躍

の
演
劇
化
が
最
も
早
か
っ
た
と
さ
れ
る
、
水
濯
や
橋
逢
の
い
わ
ゆ
る
「
河
市
」

な
ど
は
、
我
が
園
の
カ
ワ
ラ
者
の
集
う
カ
ワ
ラ
と
類
似
し
て
い
て
興
味
を
そ
そ

る
。
我
が
園
の
カ
ワ
ラ
は
、
「
村
の
集
落
は
た
い
て
い
川
に
よ

っ
て
匿
切
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
氾
濫
す
る
と
き
水
に
お
し
な
が
さ
れ
て
し
ま
う
川
の
附
近
は

村
人
の
耕
作
地
で
は
な
い
の
が
ふ
つ
う
だ。

土
地
に
定
着
し
て
い
な
い
職
業
の

渡
世
人
た
ち
が
、
川
原
に
回
収
の
宿
り
を
す
る
の
も
、
そ
こ
が
村
の
た
れ
そ
れ
所
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有
と
明
瞭
で
な
い
ば
あ
い
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
川
原
者
と
い
う
名
裕
も
、
川

原
を
仮
宿
の
場
所
と
す
る
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
こ
は
村
な
か
の
定
住
者
か
ら

み
れ
ば
、
よ
そ
も
の
の
来
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
橋
は
侵
入
者
の
検
問
所
と
し
て

最
適
の
場
所
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
絡
の
害
虫
を
ふ
せ
ぐ
た
め
の
虫
迭
り
も
、
お

盆
の
精
疲
棚
を
流
す
の
も
、
こ
の
橋
の
た
も
と
が
多
か
っ
た
。
」
(
戸
井
田
道
三

『
能
紳
と
乞
食
の
慈
術
』
「
橋
懸
り
は
他
界
と
の
通
路
」
〉
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
中
園
で
は
、
水
遊
あ
る
い
は
橋
迭
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
は
、
中
園
の
初
期
慈
能
者
た
ち
の
祉
曾
的
身
分
や
質
態
を
知
る
上
で
重

要
な
問
題
の
よ
う
に
思
う
。

と
も
か
く
、
本
警
は
、
中
園
祉
禽
史
研
究
に
と
っ
て
も
、
ヒ
ン
ト
の
賓
庫
で

あ
り
、
今
後
、
引
用
さ
れ
た
彪
大
な
史
料
と
共
に
、
十
二
分
に
活
用
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
一
篇
は
前
述
し
た
ご
と
く
、
村
落
の
祭
杷
儀
躍
の
中
か
ら
、
中
園
演
劇
が

愛
生
す
る
過
程
を
追
求
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
し
か
し
、
演
劇

へ
の
傾
斜
は
、
村
落
儀
睡
よ
り
も
、
む
し
ろ
宮
廷
儀
躍
の
方
が
早
い
の
が
普
、通

で
あ
る
。
中
園
で
も
、
王
園
維
に
よ
っ
て
、

「戯
劇
之
萌
芽
」
(
「
宋
元
戯
曲
考
」
)

と
さ
れ
、
青
木
正
見
(
「
楚
僻
九
歌
の
舞
曲
的
結
構
」)
や
藤
野
岩
友
(
『
亙
系

文
皐
論
』
)
等
の
諸
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
戯
曲
的
性
格
が
強
調
さ
れ
た
『
楚
僻
』

の
「
九
歌
」
な
ど
は
、
楚
の
宮
廷
で
演
ん
ぜ
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『
楚
僻
』
は
、
最
も
古
屠
と
さ
れ
る
亙
祝
の
歌
舞
劇
「
九
歌
」
を

は
じ
め
、
鎮
魂
劇
「
園
務
」
「
礎
魂
」、
悲
劇

「雌
騒
」
「
九
章
」
等
、
本
償
酬
の

演
劇
渡
生
の
ル
l
ト
の
園
式
の
ほ
と
ん
ど
を
含
ん
で
お
り
、
中
園
に
お
け
る
演

劇
愛
生
論
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
宮
廷
演
劇
と
の
関
係
も
、

今
後
、
探
求
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
餓
法
や
宣
講
な
ど
、
例
数
儀
躍

の
演
劇
化
と
の
関
係
も
、
深
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
も
か
く
、
残
さ
れ
た

課
題
も
多
い
。

次
に
、
第
二
篇
に
移
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
渡
生
し
た
祭
柁
演
劇
が
、
宋
元
以

降
、
清
末
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
曲
折
を
経
て
展
開
し
た
か
が
考
察
さ
れ

て
い
る
。

ま
ず
、
序
論
で
は
、
祭
杷
演
劇
の
背
景
に
あ
る
市
場
圏
を
支
え
る
地
主

・
商

人
・
農
民
と
い
う
三
階
級
の
相
劉
的
な
力
関
係
に
よ
っ
て
、
祭
杷
演
劇
の
あ
り

方
が
襲
っ
て
く
る
と
し
て
、
祭
柁
演
劇
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

-
地
縁
集
闘
の
祭
柁
演
劇

い
市
場
的
村
落
連
合
の
祭
杷
演
劇

h
共
同
鐙
的
村
落
連
合
の
祭
紀
演
劇

h
村
落
共
同
鐙
祭
杷
演
劇

E
血
縁
集
園
の
祭
犯
演
劇

し
宗
族
合
同
祭
柁
演
劇

h
家
族
集
闘
の
祭
犯
演
劇

L
家
長
私
宴
の
祭
柁
演
劇

こ
れ
ら
は
、
ま
ず
、
市
場
地
を
基
盤
と
し
て
い
が
庚
く
成
立
し
、
繍
い
て
村
落

共
同
位
を
基
礎
に
地
主
層
に
よ
っ
て

h
kが
形
成
さ
れ
る
。
次
い
で
、
地
主
同

族
内
部
で
も
、
有
力
宗
族
の
宗
岡
に
し
が
導
入
さ
れ
、
や
が
て
そ
れ
は
家
族
集

闘
に

L
を
生
む
と
共
に
、
家
長
関
に
も
し
の
盛
行
を
招
く
と
い
う
過
程
を
た
ど

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
道
筋
は
、

結
局
、

地
縁
的
民
衆
的
な
祭
杷
演
劇
の
祉

品
目
基
盤
を
地
主
層
が
自
己
の
血
縁
集
闘
の
統
制
力
を
媒
介
と
し
て
分
断
的
に
支

配
す
る
、
或
い
は
上
か
ら
抑
え
込
む
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な

祭
杷
組
織
は
、
大
地
主
層
の
支
配
を
貫
徹
せ
し
め
る
機
能
を
も
ち
、
貧
下
層
民

や
中
小
地
主
暦
の
自
渡
的
欲
求
を
抑
墜
す
る
。
そ
れ
故
に
、
地
主
居
の
掛
宙
服
が

硬
直
化
す
る
と
、
農
村
諸
階
級
の
不
満
が
爆
援
し
、
地
主
層
の
統
制
の
弱
い
部
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分
か
ら
分
解
し
、
結
局
、
全
鐙
系
は
上
下
爾
極
分
解
H
厨
渡
し
て
し
ま
う
。
そ

の
経
路
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。

岡
山
商
入
居
に
よ
る
い
の
燐
大

L
貧
下
層
民
に
よ
る

h
の
抜
大

L
域
居
地
主
に
よ
る
し
の
抜
大

第
一
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
類
型
を
中
心
に
、
祭
柁
組
織
の
幾
遜
(
編
成
と
分

解
)
が
、
六
期
に
わ
け
て
た
ど
ら
れ
る
。

ω第
一
次
編
成
:
晩
唐
五
代
|
北
宋
(
祭
杷
演
劇
の
萌
芽
期
〉

ω第
一
次
分
解
・
北
宋
l
元
中
期
(祭
杷
演
劇
の
自
立
期
)

ω第
二
次
編
成
:
元
中
期
|
明
中
期

(祭
記
演
劇
の
停
滞
期
〉

ω第
二
次
分
解
:
明
中
期
|
明
末
(
祭
杷
演
劇
の
復
興
期
)

伺
第
三
主
編
成
・
清
初
|
中
期
(
祭
紀
演
劇
の
反
動
期
)

帥
第
三
次
分
解
:
清
中
期
|
清
末
(
祭
杷
演
劇
の
設
展
期
)

ω期
に
は
、
地
主
に
よ
り
、
「
祉
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
、
偶
数
儀
躍

に
も
と
づ
く
L
l
hの
結
節
が
み
ら
れ
、
こ
れ
が
祭
柁
演
劇
設
生
の
萌
芽
と
考

え
ら
れ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
社
」
に
、
貧
民
屠
も
加
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
、

L
l
hの
結
節
黙
は
崩
れ
、
商
人
・
貧
下
層
を
主
鐙
と
す
る

L
・
L

な
ど
の
型
の
組
織
が
カ
を
得
、
地
主
統
制
か
ら
は
み
だ
し
た
と
こ
ろ
で
祭
秘
儀

躍
の
萎
能
化
へ
の
穂
化
、
演
劇
へ
の
自
立
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
す
る
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
が

ω期
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
さ
ら
に
、
元
中
期
か
ら
地

主
層
が
「
吐
祭
」
を
再
編
成
し
、

h
ー
し
の
再
編
成
を
挺
子
に

h
・
い
に
も
整

頓
を
加
え
た
。
こ
れ
が

ω期
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
中
期
の
里
甲
制
の
厨
援

に
伴
っ
て
、

ω期
の
い

L
が
厨
癒
し
た
た
め
、
地
縁
系
l
血
縁
系

(
I
l
E
)

の
結
節
貼
が
切
断
さ
れ
、
箆
制
全
陸
が
分
解
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、

h
-
Lは
L
に
第
化
し
、
い
-
h
l
hも、

L
-
Lに
師
開
化
し
、
地
主
的
祭
記

睡
系
金
鐙
が
、
城
居
地
主
型
の
私
宴
演
劇
と
商
人

・
貧
下
層
民
型
の
市
場
地
演

劇
と
に
上
下
爾
極
分
解
を
遂
げ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

ω期
で
あ
る
。
そ
れ
に
糾
問

し
て
、
地
主
側
に
よ
っ
て
、
戯
田
そ
の
他
の
制
度
的
・
財
政
的
整
備
を
中
心

に
、
地
縁
劇

〈い

-
h
・1
日
)
及
び
血
縁
劇

(
L
-
h
)
の
反
動
的
再
編
成
が

お
こ
な
わ
れ
た
の
が
伺
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
程
制
は
抗
租
運
動
の
激

化
な
ど
に
よ
り
樹
壊
し
、

h
が
L
に
、
い
は

L
へ、

h
・
し
も
田
山
に
、

描開
化
し

た
。
こ
れ
が
納
期
で
あ
る
。
こ
の
刷
期
の
特
色
は
、

L
-
m
Uの
地
盤
か
ら
興
業

演
劇
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
田
町
も
一
部
は
こ
れ
に
吸
収
さ

れ
た
が
、
反
地
主
的
部
分
は
秘
密
結
社
組
織
を
中
核
に
郷
村
に
残
り
、
地
主
制

を
ゆ
さ
ぶ
り
績
け
た
と
い
う
。

第
二
章
で
は
、
こ
れ
ら
各
期
の
編
成
、
分
解
の
過
程
で
出
現
す
る
戯
曲
を
、

①
各
編
成
期
に
お
い
て
、
郷
村
の
地
主
支
配
が
最
も
強
く
貫
い
て
い
る
〔
い

+
L
〕
の
戯
曲
(
郷
居
地
主
型
戯
曲〉。

②
各
分
解
期
に
お
い
て
、
血
縁
系
諸
演
劇
を
郷
村
的
地
主
統
制
の
形
態
か
ら

引
き
離
し
て
ゆ
く
城
居
地
主
層
の

L
〈
岡
山
)
戯
曲
〈
城
居
地
主
型
戯
曲
。
〉

③
各
分
解
期
に
お
い
て
、
地
縁
系
諸
演
劇
を
地
主
支
配
形
態
か
ら
引
き
離
し

て
ゆ
く
商
人
乃
至
貧
下
層
農
民
の

〔い

+
h〕
(
L
+
L
)
の
戯
曲
(市

場
地
型
戯
曲
)
。

と
い
う
三
類
型
に
分
類
し
て
、
そ
の
戯
曲
題
材
の
特
色
を
、
そ
れ
ぞ
れ

①
:
忠
孝
、
節
義
を
鼓
吹
す
る
沓
戯
曲
、
奮
南
戯
系
戯
曲
。

②
:
保
守
的
な
が
ら
、
風
情
劇
な
ど
に
新
傾
向
を
示
す
新
停
奇
系
戯
曲
。

③
:
野
史
を
題
材
と
す
る
造
反
劇
、
淫
戯
な
ど
。

と
す
る
。

第
三
章
で
は
、
こ
れ
ら
各
類
型
の
テ
キ
ス
ト
の
特
色
を
、

心
に
、
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。

-191ー
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①
:
最
も
成
立
が
古
い
(
宋
元
に
湖
れ
る
)
。
思
想
的
に
は
、
地
主
鐙
制
的

護
教
傘
重
。
表
現
は
粗
野
で
、
し
ば
し
ば
方
言
を
雑
え
、
譜
識
に
富

み
、
農
民
的
素
撲
な
風
格
を
残
す
。
出
版
地
は
蘇
州
方
面
(
奥
本
)
が

多
く
、
一
部
は
一
踊
建
(
関
本
)
。

②
:
①
の
改
訂
。

主
と
し
て
明
中
期
以
降
の
成
立
。
思
想
的
に
は
、
①
と
同

様
、
地
主
鐙
制
保
持
的
だ
が
、
よ
り
躍
数
的
。
①
の
方
言
や
諮
諮
は
、

標
準
語
の
よ
り
典
雅
な
表
現
に
か
え
ら
れ
て
い
る
。
出
版
地
は
ほ
と
ん

ど
南
京
(
京
本
)
。

③
:
①
を
増
補
し
た
も
の
。
明
中
期
以
降
に
現
わ
れ
た
も
の
が
多
い
。
思
想

的
に
は
、
地
主
鍾
制
的
な
虚
数
主
義
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
設

想
で
書
か
れ
て
い
る
。
表
現
と
し
て
は
、
方
言
を
雑
え
、
諮
諮
、
議
刺

が
多
く
、
時
に
狼
雑
な
も
の
も
あ
る
。
こ
の
③
に
は
、
大
市
場
の
大
商

人
の
比
較
的
穏
健
な
趣
味
の
徽
本

・
て
陽
腔
本
と
、
小
市
場
の
貧
下
層

民
の
反
礎
教
的
な
方
言
演
出
本
の
二
種
が
あ
る
。
出
版
地
は
一
繭
建
が
多

・
L
V

第
四
章
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
結
論
を
、
護
展
段
階
論
的
に
ま
と

め
た
も
の
。

結
論
で
は
、
線
括
と
し
て
、
中
園
演
劇
史
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中

園
演
劇
史
の
全
過
程
は
、
貧
下
層
民
系
(
商
人
も
含
む
)
戯
曲
と
、
地
主
系
戯

曲
の
設
展
系
列
に
二
分
出
来
る
が
、
前
者
で
は
興
業
系
演
劇
(
商
業
演
劇
〉
の

停
滞
、
後
者
で
は
宗
族
演
劇
の
媛
小
化
、
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
こ
の
二
つ

は
、
「
演
劇
組
織
に
謝
す
る
地
主
支
配
の
強
化
」
と
い
う
一
つ
の
事
質
の
、

い

わ
ば
。
盾
の
一
関
商
e

と
も
い
え
る
関
係
に
あ
り
、

6

地
縁
祉
曾
(
村
落
)
を
基

礎
と
す
る
文
化
が
常
に
血
縁
祉
舎
(
同
族
〉
に
剥
ぎ
と
ら
れ
吸
牧
さ
れ
て
し
ま

う
e

と
い
う
、
中
園
文
化
史
に
普
週
的
な
設
展
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
の
現
わ
れ
と

s
hw
た「
J

。
以
上
が
第
二
篇
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
堕
富
な
現
地
調
査
の
成
果
と
彪
大
な

史
料
探
索
の
結
果
を
、
大
胞
に
図
式
化
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
中
園
演

劇
史
の
流
れ
が
た
ど
ら
れ
て
お
り
、
み
ご
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
い

さ
さ
か
強
引
す
ぎ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
最
初
の
試
み
と
し
て
は
、
こ
の
く
ら

い
の
強
引
さ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
地
縁
祉
舎
を
基
礎
と
す
る
文
化
が
常
に
血
縁
佐
倉
に
剥
ぎ
と
ら
れ
吸
収
さ

れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
指
摘
は
鋭
く
、
中
園
史
の
特
徴
を
と
ら
え
る
重
要
な
硯

黙
だ
と
思
う
。
そ
の
他
、
社
曾
経
済
史
の
分
野
に
も
、
種
々
の
大
き
な
問
題
が

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
の
「
杜
」
制
や
、
明
の
里
甲
制
に
つ
い

て
の
本
篇
の
見
解
な
ど
は
、
今
後
、
大
い
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

炉
勺
J

。女
に
、
第
三
篇
に
移
ろ
う
。
第
一
篇
と
第
二
篇
に
お
い
て
は
、
中
園
演
劇
の

設
生
か
ら
展
開
に
至
る
過
程
が
、
歴
史
的

・
時
間
的
に
追
求
さ
れ
た
が
、
第
一一一

篇
で
は
、
中
園
演
劇
の
空
開
的
停
播
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

編
成
期
に
は
、
祭
杷
演
劇
が
他
地
方
へ
抜
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
契
機
は
な

い
が
、
分
解
期
に
は
、
地
主
層
の
宗
族
演
劇
(雅
曲
)
と
貧
下
層
農

・
商
人
の

市
場
地
演
劇
(
俗
曲
)
に
分
裂
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
他
地
域
へ
抜
大
す
る
契

機
を
は
ら
む
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
停
播
の
ル
I
ト
を
、
次
の
よ
う
に
提
示

す
る
。川
宗
族

・
官
僚
ル
l
ト
に
よ
る
俸
播
:
宗
族
演
劇
用
脚
本
(
京
本
〉

(毘
腔
〕

川
客
商
ル
l
ト
に
よ
る
停
播
:
大
市
場
地
用
脚
本
(
徽
本
・
て
本
)
〔
て
腔
〕

刷
農
民
層
の
集
園
移
動
ル
l
ト
に
よ
る
停
播

・小
市
場
用
脚
本
〈
方
言
本〉

〔
雑
腔
〕

第
一
章
か
ら
四
章
ま
で
は
、
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こ
れ
ら
の
ル
l
ト
か
ら
俸
播
さ
れ
た
演
劇
が
、



各
地
の
祭
-
面
化
集
固
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
が
、
現
地
調
査
し
た
庚

東
新
安
蘇
を
例
と
し
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
市
場
地
区
で
は
宗

族
ル
l
ト
に
よ
る
宗
族
演
劇
と
、
客
商
ル
l
ト
に
よ
る
市
場
地
演
劇
が
俸
播
さ

れ
、
郷
村
地
区
で
は
、
移
民
ル
l
ト
に
よ
る
祉
祭
演
劇
の
俸
播
が
積
層
的
に
み

ら
れ
る
と
い
う
。

以
上
、
極
め
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
輿
え
ら
れ
た
紙

数
も
重
き
た
の
で
、
最
後
に
、
従
来
の
中
園
演
劇
史
研
究
に
封
す
る
、
本
書
の

特
色
を
若
干
翠
げ
て
、
こ
の
拙
い
紹
介
を
彩
る。

我
が
圏
の
中
園
演
劇
史
研
究
に
は
、
青
木
正
見
『
支
那
戯
曲
史
』
、
吉
川
幸
次

郎
『
元
雑
劇
研
究
』、
八
木
津
元
『
明
代
劇
作
家
研
究
』
、
岩
城
秀
夫
『
中
園
戯

曲
演
劇
研
究
』
等
の
、
文
献
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
と
、
辻
聴
花

『支

那
芝
居
』
回
、
波
多
野
乾
一
『
支
那
劇
と
其
の
名
優
』
『
支
那
劇
大
観
』
等
の

い
わ
ゆ
る
「
支
那
遁
」
の
現
地
で
の
見
聞
に
も
と
づ
く
演
劇
紹
介
と
い
う
こ
つ

の
方
向
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
分
離
し
た
ま
ま
並
行
し
て
い
た
。
本
書
は
、
徹
底
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し
た
史
料
探
索
と
、
科
象
的
な
現
地
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
方
向
を
有

機
的
に
統
合
し
た
最
初
の
中
園
演
劇
史
研
究
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
の
研
究
は
、
戯
曲
の
作
家
や
そ
の
作
品
等
の
演
劇
諸
事
象
の
断

代
史
的
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
、
本
書
は
、
中
園
演
劇
の
土

蓋
を
形
成
し
て
い
る
村
落
祭
杷
演
劇
史
の
流
れ
の
、
生
成
・
展
開
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
を
、
一
貫
し
て
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
単
ん
な
る
演
劇

の
諸
事
象
を
卒
板
に
羅
列
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
猪
い
手
た
る
諸
階
層
の

力
関
係
を
中
心
に
、
演
劇
史
の
流
れ
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
と
ら
え
て
お
り
、
員

の
中
園
演
劇
史
は
本
書
に
始
ま
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
本
書
に
よ
っ
て
、
中
園
演
劇
史
の
骨
太
い
骨
格
が
出
来
あ
が
っ

た
。
こ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
塑
か
な
肉
附
け
を
す
る
か
が
、

著
者
田
仲
氏
及
び

後
皐
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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